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Gender equality    From SDG’s 



国際協力の観点からみて、アジア諸国において最も取り組むべき課題は何だと思われ
ますか。

各地域や国により経済社会情勢・文化・自然環境が異なるため、一概に「必要な取り組み」を断定でき
ません。各国の特徴を良く捉え、文化を理解し「必要な取り組み」を策定する必要があります。

経済発展に伴い、アジア諸国における女性の地位に対する考え方は変化していますか。

女性の社会進出は各国で向上していますが、社会経済の発展より文化や社会規範による影響が大き
いと感じます。東南アジアの国では「女性が外で働く」文化があり、昔から女性管理職の方は多いです。
いくつかの国では、男性より女性の方が前に出て働いていることも良く見受けます。そのようなアジア
諸国と比べると日本女性の社会進出はまだ少ないと言えるのではないでしょうか。
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１番は「教育」です。「地方と都会」「私立と公立」「男女」間の問題などから【教育格差】は残されていま
す。たとえば女子の教育水準が低い国、男子が仕事に行き教育を受けられない国などがあります。ま
た義務教育以上の学力を備えることがますます必要になっています。

次に「インフラ」です。各国の開発ニーズ・環境問題を考慮し、低価格で高品質なものを提供し、ビジネ
スに寄与する必要があります。3点目は「行政能力」です。公務員の質、低給料、副業、汚職などの問
題を解決し経済を発展させる必要があります。
総論としては「Education, Infrastruactur, Public Governance」の3点が重要だと思っています。

国連で国際問題に携わってきた20年の経験から、阿部さん自身が考える課題は何で
すか。
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女性の社会進出や就学が経済にとって良い影響を与えると思いますか。

男女差のない社会では経済が発展すると信じています。性別の半分が社会進出をしているとしていな
いでは、経済発展に差が生まれます。しかし、女性が男性と同様に働けないという現状は国によってで
すが間違いなくまだあると思います。

国際連合アジア太平洋経済社会委員会
マクロ経済政策開発投資部
経済専門官 阿部真人氏
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タイ在住！現役国連職員にSkype interview!!

国連職員から見た国際協力とは

他国から見て日本女性の就学・就職率はどのくらいなのでしょうか。5

A女性の社会進出が日本より少ないアジアの国を小職は担当したことはありません。女性の就業問
題は日本の独自な文化や社会規範から強く影響を受けていると考えます。日本の現状を一朝一夕
に直すことは困難であるので、日本の歴史・文化を良く理解し今後どうあるべきかを考える必要が
あると思います。



タイはジェンダーに対する考え方が寛容だと聞きますが、女性やLGBTの方の
社会進出は進んでいますか。

タイでは昔からLGBTの方がどの分野にも進出していてとても寛容だと思います。タイに赴任した
1998年から、オフィス内ではLGBTの方を日常的に良く見かけます。1990年代前半にアメリカに留学
した際化粧をした男性に初めて会い衝撃を受けたことも思いだしました。それ以来、LGBTの方に対
するギャップはあまり感じなくなり、タイに赴任した際LGBTの方は多くいらっしゃいましたがすぐに慣
れることができました。

大学生等の若い世代は国際協力にどのように携わって行けばいいでしょうか。

１つ目に海外にどんどん飛び出すことが大切だと思います。国際協力のために海外に行って経験
を積むことが良いでしょう。語学を磨くためにも４～５年の海外経験は必要ではないでしょうか。私
も2年海外の経営大学院で学びましたが、語学力の面で非常に苦労をしました。国際協力をしたい
ということであればやはり語学力は大切です。

２つ目に、好きなことを見つけることが大切ではないでしょうか。国際協力といっても様々なものが
あります。国際協力をするにあたって語学力だけではなく、技術的な知識の裏打ちが必要です。好
きなうえに、社会的に認められてそれで生活をすることが出
来ること（職業）を見つけることが重要であると思います。

阿部さんが海外の方と働くうえで意識している事は何ですか。

人間関係を特に意識しています。

人間関係ができて、信頼してもらえないと話は聞いてもらえません。地位があっても自分本位な人は
良い仕事をすることができません。自分が相手を信頼することで相手も自分を信頼してくれます。そ
うすることで良い仕事が出来ると思います。

海外旅行が好きな学生は多くいますが、どのような心掛けが視野を広げ、国際
協力への１歩になるのでしょうか。

ゼミやクラブでタイ、ラオス、ミャンマーの農村やスラムでのボランティア活動等を企画して、そう
いったことに興味がない学生さんが興味を持つきっかけを作るのはどうでしょうか。ただその時に
海外には日本程安全な国はないということに気を付けてほしいです。
バングラデシュでは3年ほど前にイスラム原理主義のテロで日本人やアメリカ人の若い方が殺され

てしまった事件がありました、小職の大学の後輩やや知り合いのお孫さんもその事件で殺害され
てしまいました。色々なリスクを考えた上で現地に飛び込むことも大切ではないでしょうか。
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Interviewを終えて・・・
地域によって必要なSDG‘sが異なり、細かく調べてその土地の社会に合った活動が必要である

と再認識しました。また、今回のお話の中でお伺いした「信頼が良い仕事に繋がる」という言葉
に感動しました。日本とは異なる文化の中で信頼を得る事の大切さを改めて感じ、大切にして
いきたいと思いました。

関西大学国際部に学部・学年を問わず国際協力・
貢献に関心のある学生が集まり、本学の学生に
国際協力・貢献活動への関心を拡げるため広報
活動や運営補助を行っています。



私たちは、フェアトレードのカレー粉（スパイス）を使いスープカレーを作ります！
具だくさんで美味しいスープカレーを作るのでみなさんぜひ、当日お越しください！

11/１(金) ＆ 2 (土) 文化祭出店！各日、11時～の80食限定販売

フェアトレードとは！？

開発途上国の原材料や製品を適正な価格で継続的に購入することで、開発途上国の生産者や労働者の
生活改善と自立を目指す「貿易の仕組み」をいいます。

日本では日用品や食料品が驚くほど低価格で販売されていることがあります。一方、生産国では安さを生
み出すため、生産者の労働環境や生活水準が保証されなかったり、自然環境が破壊されていたりします。
美味しくて品質の良いものを作り続けていくためには、持続可能な取引のサイクルを作ることが重要です。
※フェアトレードジャパン
https://www.fairtrade-jp.org/about_fairtrade/course.php

海外学びフェアに参加してきました!

10月11日は何の日？

2011年12月19日に定められ、今年で8回目となる国際ガールズ・デー。

国際ガールズデーは「女性」と「子供」という二つの側面から差別を受ける女の子の教育機会と

社会的地位を向上させるために国際連合によって定められました。

発展途上国では、現在でも宗教や文化的な理由から学校に通えない女の子が多くいます。ま

た、18歳に満たない子供の強制的な結婚や出産、虐待等の問題も数多く起きています。日本を

はじめとする先進国でも、女の子には文化的、慣習的な多くの社会的制約が存在します。世界

中の女の子たちの未来の可能性は適切な教育と社会の支援によって無限大に広がります。

INFORMATION

海外学びフェアに参加し、JICAの「ABEイニシアチブプログラム」で

南アフリカから来日し、本学大学院生として在籍中のウーリッヒさ
んをファシリテーターに迎え、ジェンダー平等についてのディス
カッションを行いました！

日本人だけでなく海外の方ともジェンダーに対する考え方につい
て話し合い、「性別ごとの括りで物事を見るのではなく個々人を
尊重することが大切だ」「日本では子供のオムツ交換台があるの
は女性トイレだけですが、ドイツのトイレには女性用・男性用問わ
ずある」、「日本人が知らず知らずのうちにジェンダーによる役割
分担をしていることを痛感した」等様々な意見や体験を共有しま
した。

https://www.fairtrade-jp.org/about_fairtrade/course.php

